
１０代の活躍を考える 「自分を信じる力を成長させましょう」
校長 西村 淳

晴れの日が続かない梅雨の季節ですが、朝モジュールでの英語学習や梅雨の水泳指導で
は、生き生きとした声が学校中に響き渡っています。１学期も残すところわずかとなりま
した。成長したところやこれからの課題を整理する時期です。“めあて”をもって夏休み
を迎えられるよう７月を過ごしてまいります。
１０代の活躍が話題になっています。将棋では史上最年少でプロとなった１４歳の藤井

聡太四段がデビューから２９連勝中ですし、卓球では１３歳の張
本智和さんが世界選手権男子シングルスで準々決勝に進みました。
女子シングルスで４８年ぶりの銅メダルを手にした平野美宇さん
も１７歳、女子ダブルス銅の伊藤美誠さん、早田ひなさんは１６
歳という若さです。サッカーでは、２０歳以下のワールドカップ
日本代表に、１５歳の久保建英さんが選ばれました。このような
活躍は、スポーツ界だけでなく、音楽界や実業界の分野でもめざ
ましいものがあり、才能の開花が早くなっていると感じます。
子ども達の可能性を引き出す実践として「甦る教室 ～学級崩壊

立て直し請負人～（新潮文庫）」の著者である菊池省三氏の手法が
印象的です。氏は、学級経営の中で、「長期的・中期的・短期的目
標を持ち１年間の見通しを立てる」「小さなことに価値を見出して、
褒める」「自分と向き合う“成長ノート”」を日常化する」
などの実践を通して子ども達の「こうありたい」「こうあ
ろう」という気持ちを高めます。また、「人間とはいいこ
とと悪いことの綱引きをするような状態で生きている。い
い方向に行くのが、価値のある人間だ。」と伝え、価値あ
る人間像をクラスに認識させていきます。ぶれることのな
い確かなものさしを持ち、変化し続ける社会の中で力を出
し切れる人に導くことが教育の責務だと強く思います。
【活動を通した学びの充実に向けて（林間学園・校外学習
等を通して）】
５年生は、６月１１日から３日間の林間学園（赤城青少

年交流の家）でした。汗をかきながら思いっきり踊ったキ
ャンプファイヤー、グループで協力したオリエンテーリン
グなど、ルールを意識して主体的に行動する姿が見られま
した。たくさんの思い出の詰まった２泊３日でした。６年
生は６月２３日に国会（参議院）・科学技術館への校外学
習。参議院では参議院体験プログラムを経験し、法案ので
きる過程を知ることができました。その他には、１年生は
学校探検、２年生は学区探検、３年生は市内めぐり、４年
生はゴーヤ栽培、そしてなのはな学級は西初石小学校との
合同交流会や野菜作りと、体験を通した学習を進めました。
助け合ったり、協力し合ったりする場面がたくさん見られ
た６月でした。各学年の取組や成長の様子は７月５日の学
参観・懇談会でお伝えいたします。
夏休み前半は、かがやき学習・水泳指導、そして保護者

との面談となります。学校では味わえない体験や学びを夏
休みに経験してほしいと思います。
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コンクールへの取り組みを通して（音楽担当 富澤ひとみ）

２年生の学級紹介
・１組は、遊ぶの大好き！勉強大好き！お友達大好き！な元気
いっぱいのクラスです。「やってみたい。」「できた。」とワク
ワクした気持ちで毎日楽しく過ごしています。（担任：石川
眞理）
・２組は、明るく男女の仲がよく学習意欲が高い学級です。ク
ラス目標は、「明るくて仲間を大切にするクラス」です。この
目標を意識して生活していきます。（担任：宮内 克）

・３組は、優しいクラスです。困っている友達がいると、自分のことのように心配してく
れます。先生もたくさん助けてくれる、しっかり者さんばかりです。（担任：磯部 優香）

※お知らせ：７月１０日（月）、１１日（火）は、全学年１４：００の下校となります。

吹奏楽部は、７月２３日に行われる千葉県吹奏楽コンクール小学校 C 部門に出場
します。運動会が終わってから、気持ちを新たに、コンクールに向けて日々の練習に
励んでいます。限られた部活動の時間の中で、「質のよい練習」ができるように心が
けています。今年の４月に入部した部員は、コンクールには出場しませんが、吹奏楽
の楽器を演奏する基礎をつくるため、毎朝鍵盤ハーモニカの練習をしています。また、
自分から進んであいさつをすることや元気よく返事をすることにも力を入れ、雰囲気
の良い集団をめざしています。コンクールでは、納得のいく演奏、そして見に来て下
さる方々を惹きつけられる演奏ができるように力を合わせて頑張ります。

今年度も、書写ボランティアとの書写の授業がはじまりま
した。特に３年生は、初めての習字ということで、筆の持ち
方や、姿勢、道具の使い方など基本的なことから教えていた
だき、子ども達も緊張しながらも興味深く学んでいました。
また、４年生は、今までよりも少し難しい課題に取り組んで
いますが、ボランティアの方からのアドバイスを聞きながら、
真剣に練習を続けていました。
なお、学校では書写ボランティアをしてくださる方を募集

しております。ご協力いただける方は学校に連絡をお願いいたします。

常盤松中学校と八木北小学校を地域から支えていただく学
校支援地域本部の開設準備が進んでいます（常盤松中学校
内）。これは、学校のニーズに応じて地域支援本部のコーデ

ィネーター(常中・高木弘恵さん、八木北小・西尾亜矢子さん)がボランティアを募り、
学校に派遣するという事業です。他の中学校区の地域支援本部では、読み聞かせや学区
探検の見守りなどの学習支援や、樹木の剪定や施設修繕等の学校の環境整備等を行って
いるそうです。準備が整いましたら、本部よりボランティア登録についてのお知らせが
届くと思います。ご協力よろしくお願いいたします。

（水泳学習開始）
各学年の水泳学習が

始まりました。子ども
達の楽しいそうな声が
プールから聞こえてき
ます。その日の実施の
有無は、水温と気温から判断しています。
晴れていても水温が低くて実施できない場
合や、小雨でも水温が高く実施する場合が
ありますので、天気に関わらず、予定のあ
る日はカードと水着を持たせてください。

（下校コースについて）
６月は、下校中に転んだり物にぶつか

ったりするなどして、ケガをするケース
が見られました。下校時は、気持ちが開
放的になり、不注意になりがちです。学
校でも十分に指導しますが、ご家庭でも
ご注意下さい。また、児童の中には、習
い事などの都合で、通
常とは違うコースで下
校する場合があるよう
です。安全には十分に
注意するよう話してい
ただくとともに、担任
にも変更について連絡
いただきますようお願いします。


